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ＧＰＰＡＣ

２００１　アナン報告「武力紛争予防」

■地域プロセス
アフリカ、ラテンアメリカ、太平洋、
東北アジア、東南アジア、西欧、バルカン、北米
「地域提言」

■国際プロセス
２００５．７　国連会議　「世界提言」



  

２００５．２

東北アジア地域会議

東京・国連大学



  



  

東北アジア地域提言

平和のための地域的メカニズムの
創造をめざして

•冷戦構造（朝鮮半島、台湾海峡）
•地域的枠組みの不在



  

４つの柱

（１）　平和共存 軍縮・脱軍事化

（２）　平和的関与 人道支援・開発支援

（３）　平和文化 正義・人権・多様性

（４）　平和のための経済 持続可能経済



  

平和共存

•朝鮮半島核危機の平和的解決
•東北アジア非核地帯
•台湾海峡における緊張緩和と信頼醸成
•米軍基地の新設停止と米軍の段階的撤退
•領土紛争地の非武装地帯化
•日本による憲法９条の遵守
•日本の武器輸出三原則の拡大と国際規範化
•東北アジア平和憲章・地域機関



  

北朝鮮核実験への反応

「北朝鮮に対して、軍事的
手段に頼らず、ほかの方
法で体制を維持する方法
があるということを分から
せなければいけない」



  

平和的関与

•日韓のイラクからの撤兵

•東北アジア災害予防・救援隊の設置



  

平和文化

•戦争・原爆投下・植民地支配の体験継承

•共通の歴史認識を達成するための教育

•平和教育実践者のネットワーク化



  

平和のための経済

•ミレニアム開発目標の達成

•国内・地域内の経済格差是正

•企業の社会的責任の制度化



  

日本へ



  



  

●国連安保理決議1325の履行 （国別行動計画）

●平和構築におけるジェンダー主流化

●ＧＰＰＡＣ世界各地に「ジェンダー地域拠点」

●東北アジア女性平和会議　2007～

●日韓市民協力の意義　　－「慰安婦」問題

ＧＰＰＡＣと
ジェンダー



  

グローバル９条キャンペーンの
立ち上げ

　

　

「日本国憲法９条は普遍的価値を有す
るものと認知されるべきであって、東北
アジアの平和の基盤として活用されるべ
きである」



  

冷戦構造の象徴としての核問題

 東北アジア非核地帯

 「核に頼らない安全
保障」を地域共同で
達成する

 モンゴルの一国非核
地帯

 政府間の「６者協議」
に対して、「市民版６
者協議」を追求



  

ウランバートル・プロセス
2015.6～

●朝鮮半島に
持続的な平和
体制

●東北アジア
非核兵器地帯



  



  

ウランバートル対話
(トラック1.5)



  

六者協議　2005.9.19共同声明

１．平和的な方法による、朝鮮半島の検証可能な非
核化
２．米朝、日朝　国交正常化へ
　「平壌宣言に従って、不幸な過去を清算し懸案事項
を解決することを基礎として」
３．北朝鮮に対するエネルギー、経済協力
４．北東アジア地域の永続的な平和と安定のための
共同の努力
　朝鮮半島における恒久的な平和体制
　北東アジア地域における安全保障面の協力を促進
５．「約束対約束、行動対行動」の原則



  

ＧＰＰＡＣからみえてきた課題

• 国民ではなく市民

• 「東アジア人になれるか」
• 対処ではなく予防

• 予防の主体としての市民社会

• 武力によらない平和

非核地帯　←　→　地域安全保障

岩波書店『世界』別冊816号 (2011.4)
「新冷戦ではなく、共存共生の東アジアを」
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